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元
小
学
校
で
の
食
育
活
動
、

川
端
委
員
（
京
田
辺
市
）
が

女
性
委
員
登
用
促
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
、
福
井
委
員

（
綾
部
市
）
が
「
う
め
梅
ま

つ
り
」
出
店
、
今
中
委
員

（
宮
津
市
）
が
若
手
農
業
者

の
集
い
や
地
域
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
報
告
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

３
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
た

各
農
業
委
員
会
の
定
例
総
会

で
は
、
参
加
し
た
委
員
か
ら

研
修
会
の
報
告
が
行
わ
れ
、

各
委
員
会
で
共
有
さ
れ
た
。

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員

・
推
進
委
員
の
会
（
山
下
明

子
会
長
、
会
員
60
人
）
は
、

２
月
27
日
、
京
都
市
内
で
総

会
を
開
い
て
来
年
度
の
活
動

計
画
を
決
定
し
た
後
、
女
性

委
員
研
修
交
流
会
を
開
催
。

当
日
出
席
し
た
委
員
（
36

人
）
が
府
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
班
ご
と
に
各
自
の

取
り
組
み
を
報
告
し
、
今
後

の
活
動
計
画
な
ど
を
話
し
合

っ
た
。

ま
た
、
全
体
研
修
で
は
、

星
野
委
員
（
京
都
市
）
が
地

業
者
の
所
得
確
保
の
た
め
に

も
効
率
化
は
必
須
で
あ
り
急

務
だ
。
そ
の
た
め
に
「
地
域

計
画
」
を
策
定
し
、
守
る
べ

き
農
地
を
明
確
に
し
た
上

で
、
ほ
場
整
備
や
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
な
ど
に
よ
る
農

業
の
効
率
化
を
図
り
、
農
家

の
所
得
向
上
や
担
い
手
確
保

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

木
津
川
市
に
は
、
小
区
画

不
整
形
で
営
農
効
率
が
悪
い

農
地
が
多
く
存
在
す
る
。
農

映
し
た
素
案
を
作
成
。
農
地

所
有
者
の
戸
別
訪
問
や
聴
き

取
り
調
査
な
ど
で
｢

耕
作
者

の
現
況
地
図｣

を
作
成
し
た


４
月
か
ら
は
、
市
内
の
認

定
農
業
者(

31
経
営
体)

や
認

定
新
規
就
農
者(

７
経
営
体)

な
ど
担
い
手
の
意
向
を
反
映

し
た
目
標
地
図
作
成
に
取
り

組
む
予
定
で
、
３
月
25
日
の

地
区
連
で
は
来
年
度
の
具
体

的
な
進
め
方
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
木
津
川
市
農
業
委
員
会
）

木
津
川
市
農
業
委
員
会
で

は
、
昨
秋
か
ら
地
区
連
絡
会

議
（
地
区
連
）
を
定
期
的
に

開
催
し
、
地
域
計
画
の
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
月
ま
で
に
市
内

全
地
区(

16
地
区
）
で
、

「
地
域
農
業
の
現
状
・
課
題

・
将
来
の
在
り
方
」
「
農
業

上
の
利
用
を
行
う
農
用
地
の

区
域
」
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
、
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

と
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
意
見
を
反

ら
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
や
苦
労

話
を
聞
い
た
後
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
工
事
設
計
図

の
作
成
に
挑
戦
し
、
リ
ア
ル

に
仕
事
を
体
験
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
技
師
と
の
交
流

会
も
行
わ
れ
、
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
を
活
発
に
意
見
交

換
。
農
芸
高
校
Ｏ
Ｂ
の
技
師

が
「
学
ん
だ
こ
と
は
将
来
必

ず
役
立
つ
の
で
、
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
（
京
都
市
）

が
農
芸
高
校
に
協
力
。
南
丹

市
八
木
町
に
あ
る
奥
池
の
工

事
設
計
を
生
徒
に
体
験
し
て

も
ら
っ
た
。

生
徒
ら
は
、
昨
年
12
月
６

日
に
奥
池
を
見
学
し
て
〝
現

場
の
イ
メ
ー
ジ
〟
を
頭
に
入

れ
て
か
ら
、
今
回
の
設
計
体

験
に
臨
ん
だ
。
奥
池
の
工
事

を
担
当
し
た
同
社
の
技
師
か

土
木
専
攻
）
の
生
徒
５
人
が

工
事
設
計
図
を
作
成
し
た
。

地
域
と
繋つ

な

が
り
学
ぶ
機
会

を
創
ろ
う
と
、
京
都
府
南
丹

広
域
振
興
局
と
内
外
エ
ン
ジ

高
校
生
が
実
際
の
工
事
現

場
で
〝
た
め
池
設
計
〟
に
挑

戦
す
る
「
ふ
る
さ
と
未
来

塾
」
が
２
月
20
日
に
開
催
さ

れ
、
府
立
農
芸
高
校
（
農
業

っ
た
た
め
、
農
家
に
と
っ
て

栽
培
し
や
す
く
所
得
向
上
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
酒
造
適
性
が
高
く
精

米
時
に
割
れ
に
く
い
た
め
、

府
内
の
酒
造
会
社
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

「
祝
２
号
」
は
、
今
年
か

ら
府
内
で
本
格
的
に
生
産
が

始
ま
り
、
初
年
度
は
１
２
５

㌶
の
栽
培
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
来
春
に
は
新
品
種
で
仕

込
ん
だ
清
酒
が
消
費
者
の
も

と
に
届
く
予
定
だ
。

酒
造
工
程
で
取
り
扱
い
が
難

し
い
こ
と
が
弱
点
と
な
っ
て

い
た
。

そ
こ
で
、
生
物
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
３
年

か
ら
新
品
種
の
育
成
に
取
り

組
み
、
完
成
し
た
「
祝
２

号
」
を

年
に
品
種
登
録
出

願
し
た
。

精
華
町
に
あ
る
生
物
資
源

研
究
セ
ン
タ
ー
の
水
田
で
比

較
し
た
結
果
、
「
祝
２
号
」

は
、
「
祝
」
よ
り
稈
長
が
16

㌢
短
く
、
収
量
も
16
％
多
か

価
を
得
て
い
た
が
、
長
稈
で

倒
伏
し
や
す
く
収
量
が
少
な

い
な
ど
栽
培
面
で
の
課
題

や
、
精
米
時
に
割
れ
や
す
く

短た
ん

稈か
ん

多
収
の
酒
造
好
適
米

品
種
「
祝
２
号
」
を
生
物
資

源
研
究
セ
ン
タ
ー
が
育
成
。

今
年
か
ら
府
内
で
本
格
的
に

生
産
が
始
ま
る
。

京
都
府
独
自
の
清
酒
原
料

米
と
し
て
こ
れ
ま
で
栽
培
さ

れ
て
き
た
「
祝
」
は
、
大
粒

で
心
白
の
入
り
が
良
く
、
府

内
の
酒
造
会
社
か
ら
高
い
評

し
い
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦

し
、
失
敗
と
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

安
定
し
た
生
産
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

近
隣
の
消
費
者
へ
の
直
売

が
メ
イ
ン
な
の
で
、
販
売
時

に
イ
ラ
ス
ト
で
お
薦
め
の
調

理
法
を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
を

作
成
し
、
珍
し
い
野
菜
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
都
市
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
地
域
農
業
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
地
元
の
野
菜
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
か

ら
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
長
岡
京
市
農
業
委
員
会

・
髙
橋
満
子
委
員
）

特
産
品
（

筍
タ
ケ
ノ
コ

、
花
菜
）
だ

け
で
な
く
、
紅こ

う

菜さ
い

苔た
い

、
ビ
ー

ツ
、
コ
ー
ル
ラ
ビ
な
ど
の
珍

「
た
く
さ
ん
の
方
に
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
、
乙
訓
の

レ
モ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
果

樹
栽
培
も
軌
道
に
乗
せ
た
い
」
と

意
欲
的
な
吉
田
さ
ん
。

今
年
２
月
、
京
都
府
の
指
導
農

業
士
に
委
嘱
さ
れ
た
の
を
機
に
、

他
市
町
村
の
農
業
者
と
も
交
流
を

深
め
て
経
営
を
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
若
手
農
業
者
の
指

導
者
と
し
て
も
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
宮
津
市
農
業
委
員
会
）

宮
津
市
日
置
地
域
で
特
産
の
ヒ

オ
ウ
ギ
、
水
稲
、
花
き
、
露
地
野

菜
な
ど
２
・
３
㌶
の
複
合
経
営
に

取
り
組
む
吉
田
悟
さ
ん
（
44
）
。

地
域
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
削
減
す
る

「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」
を
実

践
し
て
い
る
。

ヒ
オ
ウ
ギ
は
祇
園
祭
の
縁
起
物

と
し
て
約
40
年
前
か
ら
日
置
地
域

の
農
家
が
共
同
で
出
荷
し
て
い

る
。
「
花
き
の
面
積
を
増
や
し
、

花
き･

野
菜･

水
稲
の
複
合
経
営
を
拡
大


海
印
寺
ふ
れ
あ
い
市
で
野
菜

を
販
売
す
る
髙
橋
委
員
（
３

月
５
日
）

珍
し
い
野
菜
に
挑
戦
朝
市
で
魅
力
を
紹
介

宮津市 吉田 悟さん

地
域
計
画
を
推
進
効
率
化
め
ざ
す

木津川市農業委員会

尾﨑 博会長(69)

新会長の抱負新会長の抱負 訪
問･

聴
き
取
り
調
査
で

市
内

地
区
の
現
況
地
図
を
作
成

木
津
川
市
農
業
委
員
会

短
稈
多
収
の
酒
造
好
適
米｢

祝
２
号｣

生
産
開
始


生
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー


従
来
の
「
祝
」
（
左
）
と
新

品
種
の
「
祝
２
号
」
、

60
％

精
米
し
た
米
粒

中
丹
ブ
ロ
ッ
ク
の
発
表
（
総
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
や
地
域
計
画
の
取
り
組
み
）
を
熱
心
に
メ
モ
す
る

参
加
者
（
２
月
27
日
）

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員･

推
進
委
員
の
会

｢女性委員研修交流会｣を開催現
場
で
学
ぶ｢

ふ
る
さ
と
未
来
塾｣

農家と酒造会社の両方に
メリット
農家と酒造会社の両方に
メリット
農家と酒造会社の両方に
メリット －所得向上に期待－

ネギを収穫する吉田さん

府
立
農
芸
高
校
生
が

た
め
池
の
設
計

に
挑
戦

設計技師からＣＡＤ操作を学ぶ農芸高校生

地域計画について説明した地区連絡会議(昨年９月25日)

京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


